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子育て支援コーナー新設！
平成２３年５月２７日、一般閲覧室に「子育て支

援コーナー」が新設されました。
妊娠・出産、育児、しつけなど、主に就学前の子

育てに関連した図書やパンフレット等の資料を集
め、赤ちゃんや幼いお子さんを連れた利用者の方も、
ゆっくりと本を選んだり、読んだりできます。

絵本や乳幼児用ベビーカーも用意しておりますので、どうぞご利用く
ださい。
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学校図書館アシスト事業

青森県立図書館では、平成２１年度より県内の小学校・中学校・県立学校を対象に、

学校図書館が児童生徒に読書の楽しさや大切さを伝える場として、また、調べ学習など

の自発的、主体的な学習を支援する場として、より機能するよう、県立図書館職員が訪

問し、具体的な助言や情報提供を行う「学校図書館アシスト事業」を行っております。

これまでに、小学校１９校、中学校１０校、県立学校１４校、特別支援学校６校へ訪

問しており、本年度も訪問を希望した学校へ順次訪問することとしております。

この他にも県立図書館では、大学等図書館との連携や、朝読書用の図書セットの貸出、

専門高校への専門図書の貸出事業「専門高校ブックｄｅサポート事業」等の学校へのサ

ービス提供・連携も行っております。
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ん な
レ フ ァ レ ン ス が あ り ま し た

（第１０回）

参考・郷土室では、「探している本が、どこの図書館にあるのか知りたい。」「こ
んなテーマの本はありますか。」「こういう事柄や人物を調べたいが、どんな本
がありますか。」などというレファレンス（質問）に、図書館資料等を使って、
お答えしています。

そのレファレンスの中から、郷土や最近の話題を取り上げて紹介していきます。

先日、新聞に「地震が影響？温泉に異変 各地で湯量の増減や濁り」(2011年5

月5日付朝日新聞より）という記事が掲載されていました。東日本大震災の直後

から、各地の温泉地で湯が突然増えたり、出なくなったりし、また、泉質が変わ

ったところもあるそうです。専門家は「地震で大きな地殻変動が起きて、温泉に

も影響がでた」と話しているとのことです。

青森県の観光資源のひとつとして温泉があげられますが、今回は、レファレン

スでお問い合わせをいただいた、温泉に因んだ話題を紹介します。

【【【【質 問質 問質 問質 問】】】】青森県青森県青森県青森県はははは温泉温泉温泉温泉がとてもがとてもがとてもがとても多多多多いですがいですがいですがいですが、、、、温泉温泉温泉温泉のののの数数数数はははは全国全国全国全国でででで何位何位何位何位ですかですかですかですか？？？？

青森県では街のいたるところで温泉施設を目にする程温泉が多いですが、具体

的に「温泉の数は全国で何位？」と聞かれると、即答は難しいのではないでしょ

うか。また、温泉の数といっても、源泉の数や、温泉地の数など様々あります。

【回 答】

環境省で公表している「温泉利用状況報告（平成21年3月末現在）」によります

と、青森県は源泉総数が全国全国全国全国６６６６位位位位、温泉地数が全国第全国第全国第全国第４４４４位位位位、湧出量が全国全国全国全国４４４４位位位位と

なっています。

源泉総数（ヶ所） 温泉地数（ヶ所） 湧出量（リットル／分）

１位 大分県 4,788 １位 北海道 254 １位 大分県 295,740

２位 鹿児島県 2,824 ２位 長野県 231 ２位 北海道 260,397

３位 北海道 2,304 ３位 新潟県 150 ３位 鹿児島県 200,694

４位 静岡県 2,283 ４位 青森県 148 ４位 青森県 171,961

５位 熊本県 1,388 ５位 福島県 138 ５位 熊本県 132,084

６位 青森県 1,171 ６位 秋田県 127 ６位 長野県 121,734

（『環境統計集 平成22年版』環境省総合環境政策局環境計画課 2010年）

それでは、温泉に関することで、青森県が日本一のものは何かないでしょうか？

「「「「人口人口人口人口１０１０１０１０万人当万人当万人当万人当たりのたりのたりのたりの公衆浴場数公衆浴場数公衆浴場数公衆浴場数」」」」

人口１０万人当たりの公衆浴場数が25.2ヶ所と全国第１位。ちなみに第２

位の鹿児島県で19.4ヶ所、全国平均は4.7ヶ所なので、ダントツ１位です。

こ
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以前、青森インターチェンジ近くの温泉に朝６時頃入浴していたところ、

県外からの観光客が「高速道路を降りてすぐに、こんなに朝早くから営業し

ている温泉があるなんて！他ではなかなか無いよ」とおっしゃって、大変喜

んでいました。他県の方が驚かれるくらい、青森県内では温泉が身近なもの

なのですね。

「「「「日本一黒日本一黒日本一黒日本一黒いおいおいおいお湯湯湯湯」」」」・・・・・・・・・・・・「「「「東北温泉東北温泉東北温泉東北温泉」」」」（（（（東北町東北町東北町東北町））））

古代の植物が堆積した層を通過して湧出する植物性モール温泉で、お湯の

色が日本一黒い。（岩手大学大学院工学研究所工学博士からの分析評価あり）

天然保湿成分の「メタケイ酸」を特に多く含み、美肌効果があるそうです。

「「「「日本一深日本一深日本一深日本一深いいいい温泉温泉温泉温泉」」」」・・・・・・・・・・・・「「「「六六六六ヶヶヶヶ所温泉所温泉所温泉所温泉」」」」（（（（六六六六ヶヶヶヶ所村所村所村所村））））

湯船の深さが、というわけではなく、日本一深い場所から湧出している温

泉。

その深さは2,714メートル。青森県で一番高い山の岩木山で1,625メートル

ですから、かなりの深さです。

「「「「国民保養温泉地国民保養温泉地国民保養温泉地国民保養温泉地((((注注注注１１１１))))指定第指定第指定第指定第１１１１号号号号」」」」・・・・・・・・・・・・「「「「酸酸酸酸ヶヶヶヶ湯温泉湯温泉湯温泉湯温泉」」」」（（（（青森市青森市青森市青森市））））

昭和29年10月11日に栃木県日光湯本温泉、群馬県四万温泉と共に、日本で

最初の国民保養温泉地に指定されました。

６月は環境月間です。地下からこんこんと湧き出る温泉。この地球の恵みに感

謝しながら、温泉を楽しむのもよいのではないでしょうか。

注１…国民保養温泉地とは、「温泉法」に基づき、環

境大臣が指定している療養、保養、休養に適

した健全な温泉地のことをいい、温泉の効能、

湧出量及び温度、付近の景観が佳良であるな

どの条件を満たしている必要があります。平

成23年１月１日現在91ヶ所指定されており、

青森県では他に薬研温泉（むつ市）がありま

す。

【参考資料】
『統計でみる都道府県のすがた2010』総務省統計局 2010年
『数字で読む青森県2010 AOMORIピカイチデータ』青森県企画政策部統計分析

課 2010年
「湯～ったり気分 東北温泉」（『グラフ青森 No.361』）グラフ青森 2009年
「ぶらり温泉行 東北温泉の巻」古川壬生著（『北の街 2009・４月号』）北の

街社 2009年
「湯ったり気分 六ヶ所温泉」（『グラフ青森 No.255』）グラフ青森 2000年
「国民保養温泉地一覧（都道府県別・指定年月日順）」

（環境省ＨＰ http://www.env.go.jp/nature/onsen/area/(2011.5.20確認)） 等

●レファレンスは、電話・手紙・ＦＡＸのほか、電子メールでも受け付けています。
レファレンス申込み及び問い合わせ先
青森県立図書館 参考・郷土室

電 話 ０１７－７２９－４３１１
ＦＡＸ ０１７－７６２－１７５７
電子メール sanko@plib.pref.aomori.lg.jp
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子子子子どものどものどものどもの本本本本のののの紹介紹介紹介紹介 （（（（ 第第第第 １ ０１ ０１ ０１ ０ 回回回回 ））））

日本とドイツの交流は、1861年１月24日（万延元年12月14日）に始まりまし

た。（注１）そして、2011201120112011年年年年はははは、、、、日本日本日本日本ととととドイツドイツドイツドイツのののの交流交流交流交流がががが始始始始まってまってまってまって150150150150周年目周年目周年目周年目にあにあにあにあ

たりますたりますたりますたります。。。。

ドイツの本というと、グリム童話が有名ですね。最近は『ラプンツェル』が

映画化されました。その他にも、ミヒャエル・エンデ（『モモ』）、ハインリッ

ヒ・ホフマン（『もじゃもじゃペ－タ－』）、エーリヒ・ケストナー（『エーミ

ールと探偵たち』）など、ちょっとひねりのきいたお話、面白いお話、読み応

えのあるお話がいろいろあります。また、ドイツのことを紹介している本もあ

ります。

青森県では、六ヶ所村がドイツ・ヴァーレン市と友好都市になっています。

この機会に、ドイツのことをもっと知ってみたいと思いませんか。

『『『『リベックリベックリベックリベックじいさんのなしのじいさんのなしのじいさんのなしのじいさんのなしの木木木木』』』』テオドールテオドールテオドールテオドール・・・・フォンターネフォンターネフォンターネフォンターネ／／／／文文文文 ナニナニナニナニ－－－－・・・・ホホホホ

グロギアングロギアングロギアングロギアン／／／／絵 藤本朝巳絵 藤本朝巳絵 藤本朝巳絵 藤本朝巳／／／／訳 岩波書店訳 岩波書店訳 岩波書店訳 岩波書店 2006200620062006（（（（EEEE ﾎｸﾎｸﾎｸﾎｸﾞ゙゙゙ﾛｰﾛｰﾛｰﾛｰ****ﾉﾉﾉﾉ AAAA05050505BBBB))))

ドイツのハーフェルラントというある村に、リベックじいさんが住んでいま

した。リベックじいさんの屋敷には、１本の梨の木があり、秋になると、たく

さんの梨が実のりました。リベックじいさんは、梨の実をかごいっぱいに入れ

て、みんなに分けてあげました。

『『『『リベックリベックリベックリベックじいさんのなしのじいさんのなしのじいさんのなしのじいさんのなしの木木木木』』』』テオドールテオドールテオドールテオドール・・・・フォンターネフォンターネフォンターネフォンターネ／／／／ぶんぶんぶんぶん マルタマルタマルタマルタ

・・・・コーチーコーチーコーチーコーチー／／／／え ささきたづこえ ささきたづこえ ささきたづこえ ささきたづこ／／／／やくやくやくやく ペンタンペンタンペンタンペンタン 1992199219921992（（（（EEEE ｺｰﾁｰｺｰﾁｰｺｰﾁｰｺｰﾁｰ****ﾏﾏﾏﾏ 集密集密集密集密2222））））も

ありますので、訳者や画の違いを楽しんでみてください。

『『『『大大大大どろぼうどろぼうどろぼうどろぼうホッツェンプロッツホッツェンプロッツホッツェンプロッツホッツェンプロッツ』』』』改訂版 新改訂版 新改訂版 新改訂版 新・・・・世界世界世界世界のののの子子子子どものどものどものどもの本本本本 １１１１

オトフリートオトフリートオトフリートオトフリート・・・・プロイスラープロイスラープロイスラープロイスラー／／／／作 中村浩三作 中村浩三作 中村浩三作 中村浩三／／／／訳 偕成社訳 偕成社訳 偕成社訳 偕成社 1990199019901990

（（（（493493493493JJJJ ﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾛｲｽﾛｲｽﾛｲｽﾛｲｽ****ｵｵｵｵ AAAA09090909BBBB））））

おばあちゃんの大事なコーヒーひきが、大泥棒ホッツェンプロッツに盗まれ

ました。そこで、孫のカスパールと友達のゼッペルは、大どろぼうホッツェン

プロッツをつかまえようと隠れ家を探します。でも、２人ともホッツェンプロ

ッツに捕まってしまいました。

『『『『おこりんぼおこりんぼおこりんぼおこりんぼママママママママ』』』』ユッタユッタユッタユッタ・・・・バウアーバウアーバウアーバウアー／／／／作 小森香折作 小森香折作 小森香折作 小森香折／／／／訳 小学館訳 小学館訳 小学館訳 小学館 2000200020002000

（（（（EEEE ﾊﾊﾊﾊﾞ゙゙゙ｳｱｰｳｱｰｳｱｰｳｱｰ****ﾕﾕﾕﾕ AAAA06060606AAAA))))

『『『『ドイツドイツドイツドイツ』』』』ナショナルジオグラフィックナショナルジオグラフィックナショナルジオグラフィックナショナルジオグラフィック世界世界世界世界のののの国国国国 ヘンリーヘンリーヘンリーヘンリー・・・・ラッセルラッセルラッセルラッセル／／／／著著著著

ベネディクトベネディクトベネディクトベネディクト・・・・コルフコルフコルフコルフ／／／／監修監修監修監修 アンティエアンティエアンティエアンティエ・・・・シュロットマンシュロットマンシュロットマンシュロットマン／／／／監修監修監修監修 ほるぷほるぷほるぷほるぷ出出出出

版版版版 2008200820082008（（（（290290290290JJJJ ﾅｼｮﾅﾅｼｮﾅﾅｼｮﾅﾅｼｮﾅ AAAA01010101BBBB））））

『『『『デューラーデューラーデューラーデューラー』』』』はじめてであうはじめてであうはじめてであうはじめてであう絵画絵画絵画絵画のののの本本本本 デューラーデューラーデューラーデューラー／／／／画画画画 アーネスト ラボアーネスト ラボアーネスト ラボアーネスト ラボ

フフフフ／／／／監修監修監修監修 みつじまちこみつじまちこみつじまちこみつじまちこ／／／／訳訳訳訳 あすなろあすなろあすなろあすなろ書房書房書房書房 1995199519951995（（（（720720720720JJJJ ﾗﾎﾗﾎﾗﾎﾗﾎﾞ゙゙゙ﾌﾌﾌﾌ****ｱｱｱｱ((((2222))))））））

この他にも、ドイツに関するさまざまな本があります。ぜひ、ご覧ください。

（注１）日独交流150周年ホームページ＞歴史 http://www.dj150.jp/geschichte.html(2011.5.20確認)
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今年３月 11 日に三陸沖を震源として発生し 

た平成 23 年東日本大震災は、日本国内観測史上

最大となる最大震度７、マグニチュード 9.0を記録

し、東北地方を中心に甚大な被害をもたらしま

した。 

この巨大地震により、八戸市・東北町・五戸町・

階上町及びおいらせ町で最大震度５強の揺れを

観測するなど、青森県内も大きな被害を受けま

した。被災された方々に、心からお見舞い申し上げます。 

 今回は、過去過去過去過去にににに青森県内青森県内青森県内青森県内でででで発生発生発生発生したしたしたした地震地震地震地震にににに関関関関するするするする資料資料資料資料をご紹介します。 

 青森県がこの大災害からいち早く立ち上がって復興を進め、東北再生の原動力と

なるためには、今何が必要なのか。これらの資料の中から、その手がかりが見つか

るかも知れません。 

 

『『『『青森県青森県青森県青森県のののの地震地震地震地震・・・・火山史料火山史料火山史料火山史料    上上上上・・・・下下下下』（』（』（』（田中和夫田中和夫田中和夫田中和夫編編編編    弘前大学理弘前大学理弘前大学理弘前大学理

工学部附属地震火山観測所工学部附属地震火山観測所工学部附属地震火山観測所工学部附属地震火山観測所    2005200520052005））））    

青森県で発生した有感地震・被害地震に関する記述を、膨大

な文献の中から採集して発生年代順に編集することにより、青森県の地震活

動を通覧できるようにした資料。 

延元元年から平成６年までに発生した地震について、古文書の記述や新聞

記事等を採録し、必要に応じて注や解説をつけるほか、下巻巻末には岩木山・

十和田・八甲田山・恐山の火山活動に関する様々な文献の記述をまとめる。 

 

『『『『わたしのわたしのわたしのわたしの三陸三陸三陸三陸はるかはるかはるかはるか沖地震沖地震沖地震沖地震』』』』（（（（八戸八戸八戸八戸コミュニティボコミュニティボコミュニティボコミュニティボ－－－－ドドドド    1995199519951995））））    

八戸市民による平成６年三陸はるか沖地震の体験記録集。自らも被災しな

がら、直後の阪神大震災に駆けつけた八戸市民のボランティア活動記を付す。 

 

『『『『大地震大地震大地震大地震にににに遭遭遭遭ったったったった子子子子どもたちどもたちどもたちどもたち』』』』（（（（清永清永清永清永賢二賢二賢二賢二ほかほかほかほか著著著著    日本放送出版協会日本放送出版協会日本放送出版協会日本放送出版協会    1984198419841984））））    

昭和 58 年日本海中部地震で被災した青森と秋田の小・中学校を取材して得

た子ども達や教師の貴重な体験談と、昭和 43 年十勝沖地震の事例から、防災

教育と学校の危機管理のあり方について考える。 

青森県立図書館では、青森県に関する資料や、青森県内で刊行された資料、

青森県在住者・出身者の著作物などを郷土資料として積極的に収集し、永く

保存するとともに、県内外の皆様に広くご利用いただいております。 

今後ともこのコーナーでは、当館所蔵の郷土資料の中から、普段はあまり

人目に触れる機会の少ない貴重な資料などをご紹介していきます。 

郷土資料郷土資料郷土資料郷土資料    

のののの    紹紹紹紹    介介介介    

（（（（第第第第１０１０１０１０回回回回）））） 
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大塚甲山編輯大塚甲山編輯大塚甲山編輯大塚甲山編輯『『『『俳句選俳句選俳句選俳句選』』』』・・・・雑誌雑誌雑誌雑誌「「「「小文庫小文庫小文庫小文庫」」」」・・・・雑誌雑誌雑誌雑誌「「「「新小説新小説新小説新小説」」」」    
 

 青森県近代文学館では、７月 16 日から９月 11 日まで特別展「大塚甲山没後

100 年展」を開催します。今回は、展示予定の資料の中から３点を紹介します。 

 

①①①①    大塚甲山編輯大塚甲山編輯大塚甲山編輯大塚甲山編輯『『『『俳句選俳句選俳句選俳句選』』』』内外出版協会 初版 明治 34 年 8 月 24 日 

大塚甲山（1880－1911）は、31歳で夭折するまでに、約１

万句の俳句を残しました。16歳から句作を始めた甲山は、内

藤鳴雪に認められ、『俳句選』の刊行に当たっては、21歳の

若さで地方在住にもかかわらず選句を任されました。 

この後、『俳句選』は第三集まで刊行され、甲山はそれ

らの編集を行ったほか、『一茶俳句全集』『芭蕉俳句全集』

の編纂など、明治 30 年代に群を抜く活躍をしました。この

『俳句選』は、甲山の最初の大きな仕事です。 

 

②②②②    雑誌雑誌雑誌雑誌「「「「小文庫小文庫小文庫小文庫」」」」少年園 第 2 巻 3 号 明治 30 年 5 月 25 日 「昔噺を記す」所収  

 甲山は、少年時代から俳句や文章を雑誌に投稿し続けて

います。この「小文庫」には「花咲爺」に似た「昔吾村に」

あった次のような話を投稿しています。 

翁に可愛がられた白犬が、山で兎を捕って恩返しを

した。それを羨んだ隣の翁は、無理に犬を借りて山へ

行ったところ蜂に襲われ、怒って犬を殺してしまった。

犬の死骸を埋めた所から一本の木が生え…… 

上北郡浦野館村大塚壽助、後の甲山 17 歳の作品です。 

    

③③③③    雑誌雑誌雑誌雑誌「「「「新小説新小説新小説新小説」」」」春陽堂 第 9 巻 9 号 明治 37 年 9 月 1 日 「南山北山雨」所収 

「「「「我我我我はははは何何何何ぞやぞやぞやぞや、、、、散散散散るるるる焔焔焔焔／／／／我我我我はははは何何何何ぞやぞやぞやぞや、、、、匂匂匂匂ふふふふ花花花花    

我我我我はははは何何何何ぞやぞやぞやぞや、、、、涌涌涌涌くくくく泪泪泪泪／／／／焔焔焔焔とととと、、、、花花花花とととと、、、、泪泪泪泪とをとをとをとを    

或或或或はははは経経経経にはたにはたにはたにはた偉偉偉偉にににに／／／／我世我世我世我世のののの綾綾綾綾をををを織織織織りりりり成成成成さむさむさむさむ」」」」 

甲山は生涯に約千編の詩を残しています。明治 37 年、甲

山は坪内逍遙の紹介で「新小説」に日露戦争を背景とする

反戦詩「今はの写しゑ」を発表しました。与謝野晶子が「君

死にたまふことなかれ」を発表する２ケ月前のことです。 

この「新小説」第９巻９号には「南山北山雨」と題して

甲山の詩 12 編が掲載されています。上の詩「我は何ぞや」

はその中の一編で、東北町の小川原湖畔に立つ文学碑に刻まれています。 

近代文学館資料の紹介(第１０回) 
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カウンターから一言（第１０回）

今回は、携帯電話でご確認いただける「新着図書」について、
ご案内します。

当館のＷｅｂ ＯＰＡＣ（オンライン公開目録）は、

携帯電話のインターネットでもご覧いただくことができますが、平成

23年4月19日から「新着図書」も一覧でご覧いただけるようになりま

した。

表示された新着資料結果一覧からは、本の内容紹介やサイズ等のほ

か、貸出中等の確認ができますので、どうぞご利用ください！

＊Web OPACの詳しい操作はこちら ⇒ 携帯電話操作ガイド

オンライン貸出サービスの利用者登録をしている方は、利

用者番号とパスワードでログインすると、「蔵書検索」機能

で検索した場合と同様に、「新着図書」機能で表示された資

料も貸出・予約の申込みができます。

＊オンライン貸出サービスの活用はこちら ⇒ 携帯電話活用ガイド

オンライン貸出サービスの利用者登録には、県立図書館が発行する利用者カードと

仮パスワードが必要です。ご希望の方は、カウンターに直接または郵送にて申込書を

ご提出ください。 ＊申込書の様式はこちら ⇒ 利用者登録申請書（ダウンロード）

編集後記
県立図書館の緑も日に日に濃さを増し、清々しい季節を迎えています。この春、

進学、就職あるいは定年退職を機に、県立図書館のユーザーになられた方もいらっ
しゃるのではないでしょうか。

この「県立図書館だより」ではいろいろな図書館事業・サービスや活用のポイン
トなどをお伝えしていきます。 （広報委員会）
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